
  登録有形文化財の登録抹消について  

 令和３年６月２４日付け官報告示で登録有形文化財「藤田家住宅仲間部屋」が登録抹消となりました。 

 

１ 登録抹消された文化財                   【令和３年６月２４日告示】 

登録有形文化財 藤田家住宅仲間部屋 

 

現状変更前 外観（東面） 

 

現状変更後 外観（東面） 

〇名   称：藤田家住宅仲間部屋 

〇年   代：明治期 

〇建 築 面 積：一棟 ４３㎡ 

〇所 有 者：個人 

〇所 在 地：長野県長野市松代町松代１３４４ 

〇登録年月日：平成 19年 12 月 19 日 

〇文化財の概要 

  藤田家は松代町の南部、表柴町の南北通り西側に位置する。通り沿いに土蔵、門、仲間部屋が連

なり、旧武家町にふさわしい表構えを見せる。仲間部屋は、通り側に物見格子をつけた南北棟の寄

棟造り茅葺屋根で、後世に鉄板を被せている。 

〇登録抹消の理由 

  当該建物は、長年の経年劣化による老朽化に加え、蟻害による床部の腐朽や建物軸部の歪みも見受

けられ、建物全体が道路側に倒壊する危険性の高い状況であった。所有者としては修理も検討したが、

費用負担が大きいため、解体撤去を選択するに至った。なお、仲間部屋に連なる表門及び土蔵は、今

後も国登録有形文化財として保存する意向。 

 （令和 2 年 4 月 24 日現状変更届出（仲間部屋の解体）、9 月 10 日完了報告、10 月 13 日文化庁受理） 

〇国登録有形文化財とは 

  平成８年の文化財保護法の改正により発足した制度。建築後 50年を経過し、歴史的景観に寄与し

ているなどの基準に当てはまる建造物の保存及び活用を進めるため、国宝・重要文化財のような「指

定文化財」とは異なり、ゆるやかな規制で文化財をより自由に活用できることが特徴な制度である。 

 

２ 長野市内の国登録文化財件数 

種  別 件 数 内     容 

登録有形文化財 ５７ 建造物５７箇所（１３５棟） 

 

報告５号 




